
響

第
三
巻
　
紹
介

て
編
纂
狡
行
路
ら
れ
れ
る
滞
捌
朝
鮮
の
地
縄
歴
典
研
究
墾
あ
第
四
珊
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
も

て
去
る
四
刀
の
駿
刊
に
係
る
。
般
む
ろ
所
都
て
覧
種
の
研
究
（
一
）
輩
、
丹
の
國

も
　
も
　
も
ゑ
　
や
　
も

軍
編
概
及
び
理
致
（
松
井
等
）
は
兵
糧
，
徴
集
、
兵
力
、
禰
隊
の
組
織
任
務
及

び
名
書
、
行
軍
戦
隔
圃
亡
軍
隊
㍑
随
分
、
”
二
軸
宮
堅
調
及
翰
重
の
山
ハ
項
に
分
つ
イ
・
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ
　
　
や
　
も
　
　
ヤ
　
　
ま
　
も
　
　
あ
　
　
も

一
詳
密
な
る
研
〃
究
を
加
へ
（
二
）
｛
木
劉
契
丹
の
鴨
二
三
∴
地
毯
ハ
同
氏
）
は
燕
塞
十
山
ハ

州
及
び
三
關
、
蓮
・
暴
漢
の
朱
の
相
互
閣
係
位
践
、
西
方
地
睡
に
於
け
ろ
朱
の

警
戒
線
，
東
方
地
斑
に
於
け
る
朱
の
瞥
戒
線
、
二
言
線
こ
こ
て
の
塘
一
深
、
防

御ボ

?
ぐ
」
し
て
の
誰
烈
河
、
珈
大
壁
の
崩
蘭
方
七
転
躍
に
闘
…
す
る
麺
理
の
七
項
に
分
申
り
て

　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ぬ
　
あ
　
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

之
を
研
究
し
（
三
）
金
工
北
邊
斐
灘
田
左
右
吉
）
は
束
北
路
招
討
司
及
び
臨
潰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
も
　
ぬ

府
方
颪
の
邊
塗
，
蒲
與
路
及
び
上
京
路
方
面
の
二
者
F
分
ち
（
四
蒙
古
の
腐

ね
　
へ
　
や

麗
経
略
（
箭
内
互
）
は
太
醗
の
救
援
、
太
宗
の
征
伐
、
定
宗
憲
宗
の
観
伐
、
結

割
目
に
分
ち
b
附
…
錐
ご
・
し
て
蒙
使
藩
古
幽
興
の
潤
竃
難
、
　
…
撤
兇
台
ミ
叔
他
劇
亦
門
兄
ム
ロ
を

　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
も

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
も
　
も
も
　
も
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

添
ふ
（
五
）
鮮
勧
の
東
北
境
ミ
女
眞
ミ
の
翻
係
（
池
内
依
）
に
前
回
の
籔
薦
“
し

て
主
ε
し
て
鞍
壷
府
の
復
讐
鼻
田
居
に
於
け
ろ
語
源
府
ご
を
研
究
〔
之
や
鏡

城
古
慶
錯
覚
の
躍
靖
、
慶
源
府
内
の
地
名
、
慶
強
勢
断
罪
の
蹴
情
、
復
震
の

慶
源
府
ご
需
居
の
慶
源
府
、
鼠
居
り
慶
源
を
説
く
ろ
の
議
、
寧
馬
溜
の
設
置

等
ド
分
つ
ヴ
、
研
究
也
り
b
以
上
五
種
の
研
究
を
以
て
三
六
五
頁
の
穴
拠
を
成

す
戯
ハ
睡
臥
の
度
知
る
べ
・
し
Q
附
M
圃
建
し
て
鮮
葡
｛
果
宝
飾
三
訂
略
M
三
塁
ふ
○

　
　
　
　
　
さ
　
り
　
む
　
　
　
　

　
　
　
　
爾
支
那
古
代
皮
　
　
　
．
　
　
西
山
榮
久
輔
諜

　
華
華
は
支
那
學
研
究
の
泰
斗
な
る
猫
逸
人
写
ぎ
解
答
げ
H
賦
二
一
一
氏
が
西
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ご
一
心
　
　
　
【
山
ハ
八
　
　
（
五
一
〇
）

千
九
百
零
七
年
に
米
國
ゴ
ロ
ン
ビ
ア
大
學
に
支
那
吏
を
講
ず
る
傍
、
共
の
研

究
を
獲
表
し
糞
る
日
、
落
〉
議
・
簿
蹟
晋
曙
。
州
Ω
害
毒
邦
舞
に
醗
諜
し

六
う
も
の
な
り
、
認
者
藪
肉
馬
は
澱
に
鼻
聾
支
那
大
地
理
を
著
し
れ
る
こ
ε

あ
る
支
那
研
究
の
熱
心
家
内
曇
箭
の
原
著
に
親
し
む
機
曾
多
き
吾
人
は
今

時
の
書
の
刊
行
あ
ろ
を
知
り
て
多
大
の
興
．
啄
ミ
注
意
を
獅
ふ
睡
り
。
原
本
は

入
章
ゐ
ハ
十
七
儒
岬
P
a
q
成
れ
る
が
、
承
識
日
の
精
密
剛
」
窮
に
鍬
箒
罵
る
は
課
老
の

融
刃
を
多
ご
で
べ
し
、
謙
⊥
叉
隙
μ
務
め
て
直
感
を
漣
留
り
、
な
ろ
．
へ
く
雅
叢
酬
且
つ
挙

易
喉
ら
む
こ
ε
に
務
め
れ
る
ら
、
丈
意
塵
藻
の
跡
無
く
、
蒲
も
柱
々
に
・
し
て

囲
期
「
｛
財
筑
の
記
駈
上
の
誤
よ
り
陰
れ
ろ
記
述
ほ
一
一
之
に
締
註
訂
正
を
加
へ

地
名
入
名
等
の
瞳
子
ら
嶺
璽
の
態
度
登
以
て
こ
れ
を
兜
當
溜
り
。
漂
啓
愛
誼

の
入
士
に
は
参
し
も
必
要
を
認
め
ざ
れ
こ
も
、
一
般
読
書
界
の
好
賜
物
ミ
し

軟
鋼
め
る
書
ピ
謂
ふ
に
足
ら
む
e
（
三
省
霊
蛋
宥
偵
二
、
蹴
り
、
〔
以
上
那
波
〕

　
　
　
　
　
お
　
の
　
お
　
ゆ
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
⑳
山
ハ
朝
糊
墓
士
黛
資
英
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羅
軍
部
編

　
本
書
は
羅
叔
叙
嘗
が
六
朝
時
代
の
墓
志
の
特
に
優
秀
な
る
も
の
を
集
め
て

其
の
文
字
拓
本
を
澱
璃
版
に
附
し
れ
う
も
の
に
し
て
、
墓
誌
の
盛
な
る
李
唐

書
判
の
礪
彰
を
偲
ば
醒
め
む
ε
す
う
も
の
繋
り
、
壊
む
る
贋
宍
に
て
は
笠
郷

侯
劉
棲
民
謡
誌
、
魏
に
で
、
は
江
陽
三
次
噴
石
夫
人
、
安
樂
王
元
詮
、
梁
州
刺

史
元
演
、
元
鵬
妻
、
調
革
荊
一
元
鵬
、
三
州
刺
史
吊
上
、
齊
郡
二
元
鞍
、
営

第
一
品
張
、
傳
購
王
畿
女
．
敦
焼
鎭
將
元
視
、
皇
継
王
妃
常
氏
、
束
礫
州
剰

宮
島
顯
魏
、
宮
茶
宣
旨
纂
。
趙
郡
雄
才
王
元
鍍
、
漁
…
州
刺
奥
舞
楽
の
各
墓
誌

亀



並
に
東
魏
の
太
原
太
守
穆
子
巖
墓
誌
、
晴
の
晦
郎
簡
侯
瀦
瑚
墓
誌
の
十
八
種

二
一
て
史
實
の
機
求
r
ド
費
す
べ
く
、
叉
書
荒
研
　
究
家
の
好
費
料
れ
る
を
鵡
穴
に
ざ

る
べ
・
し
其
の
一
蝋
所
臓
盾
露
塵
を
記
載
出
ろ
は
用
意
周
・
劃
曇
り
嫁
謂
ふ
べ
し

　
　
　
　
　
わ
　
ム
　
　
ゆ
　
ぼ
　
ゆ
　
り
　
ゆ
　
ぽ
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
働
光
緒
建
元
以
壊
癒
撫
年
表

　
光
絡
元
年
乙
亥
の
歳
建
元
以
來
、
光
絡
三
十
四
年
に
里
る
問
に
於
け
る
各

省
総
齊
交
蓬
の
順
序
を
年
代
順
に
記
載
し
見
易
き
表
ε
ぜ
る
も
の
に
し
て
、

例
へ
ば
光
緒
ご
十
三
年
に
て
は
、
直
輔
諜
ほ
王
丈
獺
、
西
泣
は
劉
坤
一
、
険
西

は
陶
模
、
圃
漸
に
蓬
資
泉
．
湖
艦
は
張
軍
議
、
四
川
は
鹿
傳
林
、
西
慶
は
諏

見
習
、
雲
貴
は
嶽
蕃
、
奉
天
は
依
克
麿
晦
そ
れ
く
総
督
六
り
刷
に
回
漕
は

松
椿
，
総
河
は
任
道
鋳
之
に
任
ゼ
し
が
如
く
簡
軍
な
れ
こ
も
便
利
な
る
書
継

り
∪
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず

　
　
　
　
　
ド
ゆ
　
を
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
翻
章
骨
導
撃
壌
　
　
　
　
　
　
　
　
章
學
誠
恐

　
清
務
に
於
け
ろ
史
論
家
の
鶉
斗
な
ろ
協
心
識
の
著
§
し
て
、
勝
事
揃
義
の

名
の
輝
々
六
う
に
今
夏
燦
々
の
辮
を
転
々
ざ
る
庚
。
而
こ
て
本
書
は
燕
の
人

が
F
撰
述
に
r
か
F
、
ろ
丈
章
あ
乙
細
造
肩
肘
の
も
の
に
．
係
り
｝
咋
年
ゐ
ハ
・
月
鷺
丁
年
の
訳
仔
稿

に
よ
り
印
行
ぜ
る
も
の
な
り
G
望
む
る
灰
樂
野
先
生
窪
溜
、
潅
黍
巖
家
傳
以

下
四
＋
編
、
皆
離
職
の
曾
孫
章
季
暴
の
珍
藏
す
る
所
に
し
て
、
寒
し
く
見
る

を
得
ざ
り
・
し
も
の
、
今
菊
欲
圭
人
な
る
人
の
斡
旋
に
よ
り
之
を
入
問
に
流
慰

す
る
を
得
る
は
墨
界
の
慶
事
ε
ゼ
ざ
る
べ
か
ら
す
。
獺
に
章
氏
の
逡
稿
家
藏

ゼ
ら
ろ
》
も
の
僧
事
巨
級
あ
り
込
逐
次
塁
壁
の
麟
あ
り
ε
い
ふ
。

第
三
管
　
　
紹
　
介

　
　
　
　
　
お
　
ゆ
　
き
　
ゆ
　
お
　
あ
　
　

　
　
　
　
麟
亭
林
顧
先
生
小
像

　
本
警
は
詳
・
し
く
に
灘
先
生
綱
禽
日
祭
題
名
第
一
懸
7
了
守
」
も
鞭
帯
諦
ヲ
．
へ
嘉
b
も
の
に
5

し
て
識
清
朝
の
鴻
儒
顧
炎
武
の
祠
堂
を
建
設
し
て
之
を
受
認
ゼ
る
際
、
追
慕

の
精
を
栂
じ
う
ゼ
る
學
者
名
士
の
題
し
罵
る
女
章
小
品
を
集
め
管
子
ビ
ぜ
う

も
の
あ
り
こ
を
二
石
版
に
附
し
原
影
の
ま
・
盟
子
本
“
」
し
て
出
版
ぜ
ろ
も

の
嫁
り
。
願
炎
武
の
祠
堂
は
道
光
二
十
三
年
に
創
墨
黒
ら
れ
、
癸
夘
十
且
成

ざ
二
†
凶
年
二
据
二
＋
五
日
勧
め
て
祭
典
を
執
行
し
、
苗
墾
、
陳
慶
鑛
、
何

紹
基
、
蒋
廷
魁
，
湯
鵬
、
張
霧
島
無
代
の
名
士
琵
に
與
ろ
〇
五
月
二
十
入
日

顯
熾
の
生
B
復
蕗
等
の
人
々
祭
典
を
襲
げ
て
以
來
、
岡
年
九
月
九
日
、
二
十

五
年
三
月
盗
塁
B
、
灘
上
棚
八
H
に
之
を
行
ひ
、
爾
來
毎
年
二
月
廿
五
日
、

五
月
二
十
八
日
、
九
B
九
日
の
三
画
必
す
既
の
舞
あ
嚇
て
學
名
名
士
の
塵
曾

す
ろ
巻
多
く
、
既
の
巻
に
題
名
し
て
去
ろ
を
慣
例
電
し
、
以
て
岡
次
十
二
年

に
及
べ
り
。
然
れ
ば
蕗
の
間
に
於
て
顧
義
を
鶉
．
写
す
る
識
者
名
士
の
手
蹟
に

殆
ん
ざ
此
の
巻
申
に
綱
羅
ぜ
ら
れ
、
躍
如
ミ
・
し
て
丁
年
の
颪
影
を
偲
ぶ
の
思

あ
ら
し
む
。
総
頭
敢
む
ろ
所
あ
題
字
亭
林
先
生
尊
像
の
六
字
は
何
紹
基
の
筆
・

に
係
り
、
窟
～
眞
ξ
な
れ
る
薮
林
先
様
中
季
小
像
は
澹
漠
亭
石
劾
、
車
秋
齢
譜

の
原
鷹
ε
な
り
・
し
も
の
に
し
て
、
顯
厨
の
族
孫
顧
森
羅
の
鄭
藏
に
係
る
軸
よ

り
探
り
・
し
因
擦
正
し
妻
営
像
准
り
。
　
．

　
　
　
　
　
き
　
ゆ
　
ゐ
　
ゆ
　
き
　
ゆ
　
ゆ
　
ゆ

　
　
　
　
麟
中
元
典
勘
塾
図
八
巻
　
　
　
　
　
王
覇
功
輯

　
雍
正
±
慌
年
聖
王
証
功
が
群
舞
を
以
て
内
閣
中
書
の
考
試
に
嘆
じ
馬
相
如

第
三
心

血
六
九
　
（
五
一
一
）

ρ



　
　
　
　
第
三
巻
　
　
紹
介

沈
微
渕
・
陳
勾
由
諸
氏
ミ
共
に
及
第
す
る
や
其
の
記
念
亡
し
て
中
書
の
典
故

を
編
輯
ぜ
む
ε
す
、
偶
此
等
人
々
の
他
に
寓
つ
る
あ
り
、
郎
ち
王
氏
自
ら
群

書
を
捜
歴
て
申
書
に
糊
す
る
古
史
料
を
探
究
・
し
、
二
＋
鯨
年
の
歳
月
を
閲
し

て
乾
霧
三
十
年
に
登
り
此
の
八
懸
の
霜
を
編
輯
す
る
を
得
れ
り
，
第
一
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

も
　
へ

官
制
に
て
は
漢
煙
毒
來
自
明
に
掌
る
迄
の
中
肉
に
腐
す
る
官
制
上
の
沿
革
憂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

」
蓬
を
叙
蓮
し
、
第
二
巻
第
三
巻
の
職
掌
の
條
下
に
て
、
周
艘
の
内
史
外
史
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
ヘ
　
へ

來
の
職
紫
蘭
の
沿
革
を
探
り
、
第
糊
巻
儀
式
に
て
朝
姪
に
於
け
る
申
書
の
慮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
へ

謝
進
退
の
儀
序
を
一
章
し
、
第
五
巻
月
毛
に
て
、
帝
王
の
中
書
待
遇
の
甚
厚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
へ

出
る
二
二
を
．
剛
説
き
一
　
一
…
貰
例
券
野
駈
唐
し
、
生
山
ハ
巻
建
置
に
ド
は
清
朝
の
ノ
内
戦
間
が
F

古
の
中
諮
省
に
當
り
其
の
建
置
は
明
の
永
樂
年
間
に
あ
る
こ
ミ
よ
り
、
主
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
へ

し
て
清
朝
時
代
の
内
閣
に
關
す
る
沿
革
を
叙
し
、
簗
七
巻
題
名
に
て
は
明
の

太
薩
の
英
元
年
以
來
の
申
書
郎
丞
相
ミ
な
り
し
人
々
の
碧
任
、
蒋
任
、
僻
官
、

免
官
を
年
代
顧
に
排
塗
し
、
乾
降
三
十
八
年
李
侍
塗
が
四
廣
総
督
よ
り
入
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

て
武
英
殿
大
鶴
野
定
な
り
し
迄
を
記
蓮
し
、
第
入
巻
雑
錐
に
て
以
上
に
漏
れ

れ
る
皮
料
並
に
王
氏
の
考
案
を
攻
め
た
り
。
淘
に
一
器
の
中
欝
省
沿
革
吏
、

謬
考
に
慣
す
る
所
輩
し
少
な
か
ら
ざ
ろ
を
硫
ゆ
、
謀
業
紫
叢
書
ゆ
に
敗
む
る

も
の
な
り
○
〔
以
上
那
波
〕

　
　
　
　
翻
支
那
士
爵
調
査
報
告
　
（
東
京
地
熱
協
會
猿
行
）
．

　
東
寮
旧
地
鎚
丁
甑
岡
脅
凪
μ
、
早
く
中
又
那
墨
濡
調
沓
晶
の
忽
に
す
べ
か
ら
ざ
る
を
知
り
、

明
治
四
＋
三
牟
理
畢
土
石
非
八
萬
攻
撃
氏
を
越
し
て
鴇
子
江
流
城
を
調
査
ゼ

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
一
七
〇
　
（
五
一
二
）

し
め
、
其
報
肯
を
基
ミ
£
て
、
大
正
二
年
「
揚
子
沈
流
城
」
を
毘
版
サ
し
が
，

明
治
四
＋
四
年
更
に
大
規
模
の
調
査
を
企
劃
・
し
、
石
井
氏
じ
之
を
嘱
託
し
れ

る
も
、
恰
も
革
命
観
に
潔
し
て
之
を
中
止
し
、
大
正
二
年
よ
り
四
年
に
亘
り

　
　
　
　
　
　
　
　
サ

ニ
阿
、
躍
…
學
士
野
閏
勢
次
鄭
氏
等
を
面
し
て
鶴
子
江
寸
」
稼
江
亡
の
中
間
に
亘

ろ
地
域
を
調
査
ぜ
し
め
六
り
。
是
よ
り
先
、
長
流
の
囑
託
を
受
け
て
踏
査
也

る
理
學
士
山
根
新
次
氏
一
行
の
南
支
那
東
部
、
理
學
士
野
田
勢
次
郎
氏
一
行

の
漸
江
省
及
湖
北
省
、
理
群
動
小
林
儀
一
鄭
氏
．
一
行
の
四
組
映
圏
山
西
、
理

學
士
福
地
信
也
馬
一
行
の
湖
自
省
、
工
三
士
杉
本
五
十
鈴
氏
一
行
の
湖
南
省

に
於
け
る
報
告
あ
り
、
侮
各
回
の
材
料
を
蒐
め
て
、
昨
年
中
「
中
支
那
及
南

支
那
」
を
出
し
、
同
地
方
の
地
理
地
質
の
一
般
や
世
に
紹
介
し
れ
う
が
．
今

や
詳
細
菰
ろ
載
告
書
成
れ
り
。
本
書
は
三
巻
よ
り
成
り
、
附
圃
二
峡
を
添
ふ

第
一
巻
は
湖
南
6
廣
西
②
慶
東
。
注
西
四
面
（
野
田
）
、
驕
建
㊤
江
都
。
湖
南
。
湖
北
。

安
徽
0
漸
江
六
省
（
野
田
）
、
漸
汁
旧
型
賀
北
東
海
山
序
綴
波
磁
場
附
近
（
石
井
）
、
湖
南

曾
湘
江
流
域
（
石
井
）
、
中
支
那
及
南
支
那
地
質
【
野
闘
）
の
諸
編
、
第
二
巻
に
南

支
那
東
部
（
山
程
）
、
斯
江
省
銭
脇
窯
流
域
（
野
田
）
、
湖
北
省
大
冶
興
國
州
（
野

岡
）
、
湖
南
舎
湘
江
及
資
江
流
城
（
編
地
）
、
巴
蜀
盆
地
ハ
小
林
）
、
断
江
省
海
岸
地

域
（
三
国
）
、
湖
忍
声
涜
液
流
域
・
杉
焼
、
湖
北
三
蓋
西
部
（
野
田
）
、
映
酋
省
及

山
西
省
（
小
林
）
の
諸
線
を
蒐
め
、
第
三
巻
は
擁
託
諸
家
の
採
集
ぜ
る
牝
石
を

基
電
・
し
イ
・
、
理
論
構
蹄
十
｝
矢
霊
長
申
兄
画
が
F
、
　
蹴
州
扇
掛
早
坂
一
鄭
氏
ミ
此
ハ
に
調
査
一

研
究
ゼ
る
南
支
那
淺
古
生
物
調
査
報
告
蕉
り
。
主
丈
に
英
丈
に
し
て
、
別
に

邦
丈
の
摘
墨
を
添
へ
れ
り
晩
照
へ
こ
、
此
の
分
は
填
入
未
だ
之
を
見
ろ
能
は


